
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校目標：～夢や目標をもち、思いやりの心とチャレンジ精神に満ちあふれた生徒の育成～ 
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いざというとき、命を守るために（夏休み職員研修） 

今後、学校Webや学校だよりでの画像などの掲載で、都合が悪いことがありましたら本校教頭までお電話ください。 

本校では、子どもたちの安全と命を守ることを何よりも大切にしていま

す。６月には、大雨による浸水害を想定した垂直避難訓練や、気象防災

アドバイザーの溝上良雄さんを講師に迎えた防災学習を行い、「自分の

命を守るために、どう行動するか」を考えてきました。 

８月 28 日には、佐賀広域消防局北部消防署から２名の救急救命士

をお招きし、教職員が救急救命について学びました。目の前で人が倒れ

たとき、どう声を掛け、周囲に協力を求め、胸骨圧迫やＡＥＤを使うのか。

先生方も訓練用の人形を前に、真剣な表情で一つ一つの手順を確かめ

ていました。「ＡＥＤの使い方がよく分かった」という声も聞かれ、改めて

命と向き合う時間となりました。 

災害や事故は、いつ起こるか分かりません。だからこそ、知っているだ

けでなく、いざというときに一歩動けることが大切です。「自分の命を守

る。そして、誰かの命を守る。」そのために何ができるのかを考え、行動で

きる学校でありたいと思います。 

 

新しい学習用端末がやってきました！ 

９月11日（金）、生徒が学習で使用するタブレットＰＣが、新しい学習用
端末へと交換されました。これまで使用してきた端末は導入から年数が経
過し、機種も統一されていなかったため、今回、新しい端末への更新が行
われました。 
新しい端末は、これまでより処理速度が速くなり、さらにタッチペンも付
属しています。授業の中で文字を書き込んだり、自分の考えをまとめたり
するなど、学習のさまざまな場面で、これまで以上に活用の幅が広がるこ
とを期待しています。新しい端末を手にした生徒たちからは自然と笑顔が
こぼれ、うれしそうに操作する姿が見られました。 
一方で、学習用端末は大切な学びの道具であり、佐賀市から貸与され
ているものです。特に今回から付属するタッチペンについても、紛失するこ
とがないよう大切に扱ってほしいと思います。 
ご家庭には「生徒用新学習用端末の導入と確認事項」を配布していま
す。学校ホームページにも掲載していますので、ぜひお子様と一緒に内容
をご確認いただき、家庭での使用についても話し合っていただきますよう
お願いします。

（ホームページ用では、 鮮明な顔写真や生徒名は載せておりません） 

生徒会発！「S.Sタイム」がスタート 

生徒会長が選挙の際に掲げた公約の一つ、「S.S タイム」が９月から始まりました。S.S タイムは、昼休みに「静かに

過ごしたい」「勉強したい」という生徒のために、新たな選択肢をつくろうと生徒会が企画したものです。希望者が会議

室に集まり、学習や読書をしたり、短時間の休息をとったりして過ごします。 

をお招きし、教職員が救急救命について学びました。目の前で人が倒れたとき、どう声を掛け、周

囲に協力を求め、胸骨圧迫やＡＥＤを使うのか。先生方も訓練用の人形を前に、真剣な表情で一

つ一つの手順を確かめていました。「ＡＥＤの使い方がよく分かった」という声も聞かれ、改めて命

と向き合う時間となりました。 

災害や事故は、いつ起こるか分かりません。だからこそ、知っているだけでなく、いざというとき

に一歩動けることが大切です。「自分の命を守る。そして、誰かの命を守る。」そのために何ができ

るのかを考え、行動できる学校でありたいと思います。 

ご家庭には「生徒用新学習用端末の導入と確認事項」を配布しています。学校ホームページ
にも掲載していますので、ぜひお子様と一緒に内容をご確認いただき、家庭での使用について
も話し合っていただきますようお願いします。 

立候補する前、授業中に眠たくてたまらない時に、ほかの学校では「お昼寝タイ

ム」という仮眠できる時間があると知って、「導入したい！」と思いました。実際にやっ

てみてアンケートを取ると、「よく集中できた」「眠ることができた」という意見が多く、

参加した生徒にとって好評だったので、よかったと思います。しかし、参加する生徒が

少なくて悲しいです。もっと活動を活性化させて、参加する生徒を増やしたいです。 

昼休みの過ごし方は一つではありません。自分たちで学校生活を見つめ、「こんな時間があ

ったらいいな」という思いを、企画し、実際の行動へとつなげたことに大きな意味があります。まさ

に、生徒会スローガン「起こせ 大和 INNOVATION」につながる取組です。 


